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表1　生活扶助基準頷の年次推移（慷準4人世帯）

　　　　　　　　　　　（1級地）

を’

図
る

き

で
あ

ゑ

3

実施年刀日

年月日 円 ％

第16次 35．4．1 8，914 『 100．O

第17次 36．4．1 10，344 116．0 116．0

初　　jl三 36．1Q．1 10，862

第18次 37．4．1 12，123 118．0 137．0
米重1雁補正 37．12．1 12，460

第19次 38。4．1 14，289 117．0 160。3’

第20次 39．4．1 16慶147 113．0 181．1

米価捕正 40．1．1 16，446

第21次 40．4．1
18，084

1B，204

112．0

204．2

米鮒甫正 41．1．1 18，548

第22次 41．4．1 20，662 113．5 23ヱ．8

第23次 42．4．1 23，451 113．5 263．1

米価補正 42．10．1 24－095

第24次 43．4．1 26，500 113．0 297．3

米価補正 43，10．1 26，910

第25次 44。4．1 29，945 113．0 335．9

第26次 45．4．1 34，137 114．0 383．O

第27次 46．4．1 38，916 114．0 436．6

第28次 47．4．1 44，364 114・0 497，7．
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〃38” 13，29工 147．G 5，883 171．2 44．3
〃39〃 13，870 153．4 6，528 189．9 47．1
〃40〃 14，636 161．9 7，351 213．9 50．2
〃41〃 16，006 177．1 8，277 240．8 51．7
〃42〃 18貫017 199．3 9，360 272．3 52．

〃43〃 19，376 214．4 10，202 296．8 52．7
〃44〃 21，731 240．4 11，487 334．2 52．9
〃　45〃 24，639 272・6 12，648 3680
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豪5　生活保護基準の改罵（1級地）

第　27　次　改　定
（46年4月1β）

第　28次　一　定
（47年4月1日）

摘　　　　　　要

円 円

1．生活扶助韮準
　（基準生活費）
11｝居宅（1類＋2類）
⑫1期末一時扶助費

　（収容保護韮準）
ω　救　護　施　設
121更　生　施　設

（標準4人i賢｝〉　38・916
工2月1人当たり
（46崔卜12月）（居宅）　3，000

（46年12月）（収容）　1・075

　　　　　　　12p540
　　　　　　　13ρ285

44，364

3，DOO
1，075

14，295
15P145

徹地別1陰活扶助基準額1
（1級地　　　　44，364円

2〃　　　　40，374
3〃　　　　36，380
4〃　　　　32，388

　　（加算等）
ω妊産婦加算

12）母　子　加　算

131障害者加算1‘｝粉薄児養護加算
151老　齢　加　算
㈲在宅患者加算
ω放射線障害者加算
⑥多子養育加算
191人工栄養費1三〇1入院思者日川品費

ω一時扶助（布団類）

⑬入学準備金
2，敦宥扶助基準
　小学　3年
　中学1年（男）

｛業娠2か朧lilll

癬・鴛・呵li羅

　　　　　　　　3，025
　　　　　　　　59000
　　　　　　　　　－　　　　　　　　3，290

（　一般病　　　　　49975
　精神屑　　　　　4・480
　　　　　7，000P似内
小学校入学時　5，500円以内
中学校入学時　5，000円以内

学用品費等　　　　　490
　　〃　　　　　　　　1，345

　　　　　　　　2，370
　　　　　　　　3，555
　　　　　　　　2，195

－1斑騰
　　　　　　　　3，430
　　　　　　　　5，000
（47年3月1日新設）3，000
　　　　　　　　3，290
　　　　　　　　5，710
　　　　　　　　5，140
　　　　　7，000円以内
　　　　　5，50Q円以内
　　　　　5，00Q円以内

　　　　　　　　550
　　　　　　　　1慶465

◎（懲礁議欝

◎このほか学校給食費，通
　学のための交通費等の実
　費支給．また、特別活動
　のうち，クラブ活動に要

する用具類について突費

3．住宅扶助基準
　家賃概1代螂
　家凶IIl修継拷費
4，医療扶助番準

5，出産挟助董準

　　　　　2，80G円以内
（年額）　　30，000円以内
国保の診療方銘診療報酬二
準ずる。

1件　　　　8，000円以内

2，800円以内
30，000円以内
　　　同左

8，000円以内

　支給
◎住宅糧により第2種公
　営住宅家賃の燃1顧を標
　準とした額に1，3を乗じ
　た額の特別基準を設完

◎他に，衛生材料費1，200円

　以内支給

6．生業扶助基準
　ω　生　業　費
　ω技能疹得費
　131就職支度費
7．葬祭扶助韮準
（勤労に伴なう必要経費）

　u｝業種別萎礎控除
　ωの職種（内職）
　ll騰繰1呈墾1
　｛2》董礎控除合算額

（蓼響鍾辮闘

　ω特　別　控　除
　田新規就労控除
　㈲未成年者控除
　⑥不安定就労控除
　ω実　費　控　除

　　　　　30，000円以内
　　　　　15，GQOF似内
　　　　　15，000円以内
（大人）　　9，600円以内
（小ノ、）　　7，680円以内

　　　　　　　4，545
　　　　　　　6，155
　　　　　　　7，825
（最斑額⑥の職種）

　　　　　　　9，390

　　　　　31，900円以内
　　　　　　　2，000
　　　　　　　2，000
　　　　　　　2．000
　　　　　　　実　費

30，000円以内
15，GOG円以内
15，000円以内
16，000円以内
12，800円以内

　　5，200
　　7，030
　　8，920

　　10，260

35，400円以内
　　　2POOO
　　　2，000
　　　2，000
　　実　費

◎特別基準

（欄1撒118隙
◎施設分娩の場合2，000円
　をこえるときは入院に要
　する費用（8日以内の実
　入院日数）に11，000円を
　加えた額を支給
◎霊櫃自動1附金限度額
　4，000円以内

（社会職粋鵬野通嫉等）

，7

（注）・印は，今回改定しなかっ年基準額である。
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省　低働た突通助算障が上一場老五世
葉　生紐め巽学基し水上の斐脅入輿帯
凋　活令の　の幣た準租場　嫉二　の

露難鐵雛墜蕪難輔峯
課　準実　顕交別で般有老円ぞお円保
）　は費社別通基あ的　齢とれよと障

さ控会劃墜緊な　加な二びな水　り低のの世生被定
ら除保礎お　　盤こ算るへ老つ準まで生世役帯活保の
にを険控よ学こ準のモカ1　人て峡実あ活帯　構水護内
　　　　　　　　　　六一い　　 克保毎い成準世容

表4　最低生活保障水準の具体的事例

障にく’機帯は
水経つ所　が以
準常か在破実上
を的の地保r
示需世等護L
す要帯に者保，
とにをよの障り
表つ想つ年さで
4い定て鹸れあ
のてし異　るる
とのてな漢最が
お最そる　低、

4　人　　世　　帯 母子　3　人世帯 老　人　2　人世帝 老人　1人世馨

35才男（日雇）　9才男（小3）

30才女侮職）　4才女

釦才女儀殉　　　‘才女

9才男1小3）

68才男（氣職》

55才姐〃）

65才女（無職）

45年度 ・7年度 45年度 ‘7年度 ‘6年度 47年皮 ‘5年度 ‘7年度

1級地 4級地 1扱地 ‘級地 1扱地 4縁地 1級雌 ‘級地 1縁地 4級地 1級地 ‘級地 1級地 4績地 1級地 4級地

生活快助

加算捌掲1

案隔鴉基遽控除

　円
38，916

G，15s

　円
28，棚

5，505

　円
“一35‘

7臼“3G

　円
32，388

5，255

　円
28，885

1剛臨1
3，σαD

　円
21｝087

1母枷に

3，000

　四
32，927

1町鳳1
　3300

　円
24っ040

冊伽口）

　3300

　1『1

22，7【Q

　円
16，57曝

　円
25，8go

　円
1巳，7Q7

　円
13，250

　Fl
9，67¢

　円
15，鵬

　円
覧，039

45，071

11，2δ8

33，916

8じ479

51，39巷

12，849

33，633

9，6マ1

31，区85

里o，529

2む，断

8，02§

36，227

12，07G

27r3‘0

9．1毫3

22，710

玉監，355

15，57唇

3，2呂9

25r890

12r9‘5

：8，go7

7，i54

13，250

13，250

9，670

9，670

：5，：99

15，】09

1LO39

1Lo39

牧實抜助 4鮒 4go 5阻
55G 49G 轟99 5弱

559

注宅扶跡
2r899 1，3価c 2，800 1、3砂o 2，800 】，300 2潭ひD 1，3DO 2，800 1，390 2，8ひo ：，3ひ0 2，謝 1，3DO 2，800 1，300

告世藩当たし）

計　1人当たり

13、36、

LZ，ogO

35，7閃

8，9麗

5‘，7“

13，6邸

10，533

：0，監3蕊

35，175

1工，725

25，877

6，626

39，577

13，192

29、19α

9，730

25，5IO

12，755

17，878

8，939

28，6章0

1る”315

20，207

10，104

16，050

15，050

10，970

10，970

17，909

17，9四

】2，339

置2，339

｛注）こ』のほか噂学皮給食質噂廼学のための交通興等の実巽力【支給され、聖王会保険経辱労働姐合費．通勤費等の裏費力’控除される場合力『ある畳
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